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熊本県防災情報メールサービスにご登録ください

■登録方法　空メールを送り、届いたメール
を開いて登録してください。
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp
※携帯電話からの登録は、２次元バーコード
を読み取ってメールを送ってください。

平
成
28
年
熊
本
地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

私
た
ち
の
心
に
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
刻
み
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
の
備
え
と
情
報
収
集
、
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

熊
本
地
震
で
土
砂
災
害
や
洪
水
、

家
屋
倒
壊
の
危
険
性
が
高
ま
る

　
菊
陽
町
防
災
対
策
緊
急
会
議
を

６
月
10
日
、
光
の
森
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
会
議
に
は

委
員
や
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、

関
係
機
関
な
ど
約
74
人
が
出
席
。

気
象
庁
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
、

家
屋
の
倒
壊
、
土
砂
災
害
、
洪
水

な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
今
後
も
最
大
震
度
６
弱
以

上
の
地
震
に
注
意
す
る
よ
う
説
明

し
ま
し
た
。
町
は
各
機
関
と
熊
本

地
震
の
概
要
や
町
の
被
害
状
況
、

災
害
に
応
じ
た
対
応
な
ど
を
確
認

し
、
今
後
に
備
え
て
い
ま
す
。

1阿蘇大橋航空写真（南阿蘇村提供）。地
震で白川内に土砂や倒木が流入し、土砂
災害や洪水、家屋倒壊の危険性が高まっ
ている　2地震で水道水ににごりが生じ、
連日給水所に大勢の町民が並んだ　3下
津久礼地区で孤立した人の救助へ向かう
消防隊員。18人が無事救助された（九州
北部豪雨）　4杉並台区の自主防災組織
の防災訓練　5５月24日、大雨に備え
て土のうを作る菊陽町消防団本部機動隊

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
ら
な
け

れ
ば
誰
か
が
守
っ
て
く
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
に
災
害
が

起
こ
っ
た
ら
、
停
電
の
中
を
歩
く

こ
と
は
危
険
で
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど

を
踏
み
、
け
が
を
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
自
分
や
家

族
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、
非
常

持
出
品
や
非
常
備
蓄
品
な
ど
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
は
昨
年
10
月
に
菊
陽
町
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
防
災
対
策
や
災

害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
役

立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る
情
報
収
集

　
気
象
庁
が
発
表
す
る
注
意
報
や

警
報
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
役
場
、
消
防
か
ら

発
信
さ
れ
る
情
報
を
収
集
し
て
、

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
警
報
や
避
難
勧
告
な

ど
が
無
く
て
も
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
明
る
い
う
ち
か
ら
早
め
の

避
難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

特集

2

3

4
5

1

今こそ、災害に備える

菊陽町防災対策緊急会議

　災害が発生したときは、個人の備えと地域の助
け合いが重要です。熊本地震でも行政区を単位と
した「自主防災組織」が活動しました。現在、町
の自主防災組織率は81.9％で、63区中49区が設
立しています。
　自主防災組織を設立して、普段の地域活動に防
災活動を取り入れ、地域の防災力を高めませんか。

町の自主防災組織率　81.9％
■新規設立補助　５万円
■活動活性化補助
　町：毎年４万円
　県：平成27年設立分まで２万円（２年目、３年

目）
問 総務課　交通防災係　
　☎（232）2111

　今回の地震は夜間だったため、家族で
避難した人が多かったのではないでしょ
うか。これが人通りの多い時間帯であれ
ば、避難や安否確認でパニックになった
と思います。町は「菊陽町防災対策会議」
を毎年開催し、水や食料の備蓄など災害
に備えています。しかし、災害が起こっ
たとき、町や消防、自衛隊などの公的機
関がすぐ動けるとは限りません。
　本震のとき、近所の人がいち早く駆け
付け、無事に避難した人も大勢いました。
共助のありがたさを実感したことと思い
ます。家庭や地域でも避難場所や危険箇
所、避難ルート、連絡方法の確認、非常
持出品の準備など、災害への備えをお願
いします。

いつでも避難できるよう準備！非常持出品

飲食品　　　□飲料水　□非常用食品（乾パン、缶詰など）
避難用具　　□懐中電灯　□携帯ラジオ　□予備電池　□笛　□手袋
　　　　　　□軍手　□ナイフ　□ヘルメット　□筆記具　
貴重品　　　□現金　□預金通帳・印鑑　□健康保険証　□免許証
救急医療品　□胃腸薬・便秘薬・風邪薬・常備薬　□ばんそうこう
　　　　　　□包帯
その他　　　□衣類　□タオル　□雨具　□生理用品　□缶切り
　　　　　　□粉ミルク・紙おむつ　□ラップ　□ウェットティッシュ
　　　　　　□予備の眼鏡　□カイロ　□ビニール袋　□携帯トイレ
　　　　　　□携帯電話の充電器　など

復旧までの最低３日間をしのぐ！非常備蓄品
飲料水　　　□ペットボトル（１人１日３㍑）　□貯水した防災タンク
食品　　　　□お米　□缶詰・レトルト用品　□梅干し・調味料
　　　　　　□ドライフーズ・チョコレート・あめ　など
燃料　　　　□卓上コンロ　□ガスボンベ　□固形燃料
その他　　　□生活用水　□毛布・寝袋　□洗面用具　□調理器具
　　　　　　□バケツ・アウトドア用品　□ポリタンク　など

防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
へ
の
備
え
を

Interview

永井　雄二 菊陽町危機管理監

■利用料金　無料（メール送受信のパケット
　通信料は必要）
問 県危機管理防災課　☎（333）2118

■気象注意報警報
熊本県に注意報警報
情報が発表されまし
た。
2016年07月00日
06時33分

菊陽町：
　大雨、洪水警報
　（発表）

２次元バーコード

　地震や津波、気象情報、土砂災害警戒情報、火山噴火情報など
災害時に重要な情報をメールでお届けします。
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平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
町
内
に
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
地
震
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
家
の
中
や
外

の
安
全
対
策
を
し
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
慌
て
ず
、
ま
ず
は

身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
ず
、

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
る

◦
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
て
避
難
す
る

■
人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は

◦
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
い
た
場

合
は
最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ

て
降
り
る

◦
係
員
の
指
示
に
従
う

■
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

◦
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で
周
り
の
車

に
注
意
を
促
す

◦
ゆ
っ
く
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
、
車
を
左
側
に
停
め
る

◦
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
外
に
出
ず
、
カ
ー
ラ

ジ
オ
か
ら
情
報
を
入
手
す
る

◦
避
難
す
る
と
き
は
車
検
証
や
貴

重
品
を
持
ち
出
す

■
電
車
・
バ
ス
の
中
に
い
る
と
き

◦
立
っ
て
い
る
と
き
は
、
手
す
り

や
つ
り
革
に
つ
か
ま
る

◦
座
っ
て
い
る
と
き
は
低
い
姿
勢

を
と
り
、
頭
を
守
る

◦
慌
て
て
電
車
や
バ
ス
の
外
に
出

ず
、
乗
務
員
の
指
示
に
従
う

■
海
岸
・
川
べ
り
に
い
る
と
き

◦
海
岸
で
は
高
台
や
建
物
の
３
階

以
上
に
逃
げ
る

◦
川
べ
り
で
は
流
れ
に
対
し
て
直

角
に
逃
げ
る

■耐震診断事業補助金の交付対象住宅
◦昭和56年５月31日以前に着工したもの
◦在来軸組構法（木造）で 2階建て以下のもの
◦戸建て住宅で現に居住中であること
◦所有者が町税を滞納していないこと
■補助金額　補助対象経費の３分の２以内（上限８万６千円）

住宅の耐震診断・耐震改修費用の一部を補助します

姿
勢
を
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
速
報

を
受
け
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る

ま
で
に
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
緊
急
地
震
速
報
を
見

聞
き
し
た
り
、
地
震
の
揺
れ
を
感

じ
た
り
し
た
ら
、
ま
ず
家
具
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
か
ら
離
れ
、
姿
勢

を
低
く
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
移
動
し
た
り
、

バ
ッ
グ
な
ど
を
使
っ
た
り
し
て
頭

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
そ
の
場
か
ら
動

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

慌
て
ず
、
ま
ず
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
基
本

　
大
切
な
の
は
慌
て
ず
に
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

学
校
や
職
場
で
も
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
の
中
に
い
る
と
き

◦
コ
ン
ロ
の
近
く
に
い
た
場
合
は

火
を
消
す

◦
ド
ア
を
開
け
て
通
路
を
確
保
す
る

新耐震基準を満たさない住宅の耐震診断（精密診断）、耐震改修費用の一部を補助します。
■耐震改修事業補助金の交付対象住宅
　耐震診断の結果、新耐震基準を満たさなかった住宅
■補助金額　補助対象事業経費の２分の１以内（上限60万円）
※耐震診断を行う建築士事務所不足により、診断までに相当
の時間がかかることが予想されます。
問 都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

地
震
か
ら
身
を
守
る

見直そう！わが家の地震対策
寝室には家具を置かない 家具の転倒・落下防止対策をする

出入口や通路に物を置かない 家の周囲の安全対策をする

家具のない
安全なスペースを
確保する

飛散防止転倒防止

補強 固定

大
雨
や
強
風
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
白
川
を

氾
濫
さ
せ
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
気
象

情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
！

　
天
気
予
報
で
「
大
気
の
状
態
が

不
安
定
」「
天
気
が
急
に
変
わ
る
」

「
雷
雨
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
っ
た

ら
、
外
出
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

も
し
も
の
と
き
に
避
難
す
る
場
所

を
家
族
な
ど
に
伝
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
夏
に
「
積
乱
雲
」
が
黒

く
な
り
、
風
が
強
く
な
っ
た
ら
大

雨
や
雷
、
竜
巻
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
い
る

場
所
の
雨
が
大
し
た
こ
と
な
く
て

も
、
川
の
上
流
の
方
角
が
真
っ
暗

に
な
っ
た
ら
、
水
辺
は
危
険
だ
と

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
う
ち
か
ら
避
難

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度

が
高
ま
っ
た
と
き
、
県
と
気
象
庁

が
共
同
で
発
表
す
る
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
普
段
と
異

な
る
状
況
に
気
が
付
い
た
と
き
や

危
な
い
と
思
っ
た
ら
明
る
い
う
ち

か
ら
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

豪
雨
か
ら
身
を
守
る

こんな土砂災害の前兆に注意！迷わず避難を
地すべり

地下水などが地面にしみ込んで、
その影響で地面がゆっくりと下へ
動く

土石流
土砂が長雨や集中豪雨によって
一気に下流へ流れる

◦地面にひび割れができる
◦井戸や沢の水が濁る
◦崖や斜面から水が噴き出す

◦山鳴りがする
◦川が濁り、木が流れる
◦雨が降り続いているのに、川の
水位が下がる

特集　今こそ、災害に備える

人
々
の
温
か
さ
と
共
助
の
大
切
さ
を
実
感

「
互
い
を
気
遣
い
、
助
け
合
っ
た
」

　
４
月
14
日
の
地
震
の
と
き
か

ら
、
22
日
ま
で
北
新
山
公
民
館

を
避
難
所
と
し
て
開
け
ま
し
た
。

「
不
安
な
人
は
来
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
掛
け
る
と
延
べ
１
９
７

人
が
訪
れ
、
身
を
寄
せ
合
い
ま

し
た
。

　
北
新
山
区
は
自
主
防
災
組
織

を
昨
年
９
月
に
設
立
。
こ
と
し

２
月
に
防
災
訓
練
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
90
人
が
参
加
し
、
消

防
職
員
・
団
員
か
ら
消
火
器
の

使
い
方
な
ど
を
習
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
区
に
５
カ
所
あ
る
消

火
栓
を
み
ん
な
で
回
っ
て
、
場

所
や
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
か
た
を

確
認
。
皆
さ
ん
真
剣
に
訓
練
し

て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
他
、
区

で
は
夏
祭
り
や
秋
祭
り
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど
も
盛
ん
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
友
達

が
で
き
た
と
い
う
話
も
た
く
さ

ん
聞
き
ま
し
た
。

　
震
災
の
と
き
も
互
い
に
気
遣

い
、「
大
丈
夫
ね
」「
食
べ
物
あ

る
ね
」
と
声
を
掛
け
、
食
料
を

分
け
合
い
ま
し
た
。
防
災
訓
練

や
行
事
を
通
し
て
助
け
合
う
気

持
ち
が
育
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
人
々
の
温
か
さ
と
共
助

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
防
災
訓
練
で
は
水
、

電
気
、
ガ
ス
が
使
え
な
い
と
仮

定
し
て
炊
き
出
し
を
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
備

え
て
訓
練
し
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
頑
張
ろ
う
菊
陽
町
！

北新山区長
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特集　今こそ、災害に備える

指定避難予定場所
　災害の状況に応じて、誘導・指示します。毛布や飲料水、食料品など各自で必要なものを用意して避難してください。

地域 避難場所 住所 電話番号

菊陽南小学校校区
菊陽南小学校 曲手397 ☎（232）2002

南部町民センター 曲手498-3 ☎（292）3200

菊陽中部小学校校区
菊陽中部小学校 津久礼411 ☎（232）2001

東部町民センター 久保田1309-2 ☎（232）3803

菊陽北小学校校区 ふれあいの森研修センター 原水4652-24 ☎（233）1080

菊陽西小学校校区 三里木町民センター 津久礼2962-2 ☎（232）5536

武蔵ヶ丘１～５町内 武蔵ヶ丘小学校 武蔵ヶ丘北１丁目2-1 ☎（338）2132

武蔵ヶ丘６～８町内
光の森

武蔵ヶ丘コミュニティセンター 光の森１丁目3517-3 ☎（232）5697

光の森町民センター 光の森２丁目1-1 ☎（237）6555

武蔵ヶ丘北小学校校区 西部町民センター 武蔵ヶ丘北３丁目5-1 ☎（338）3443

町内全域

町民グラウンド 久保田2785 ―

菊陽杉並木公園 原水5326 ―

光の森多目的広場 光の森３丁目2-2 ―

※平成28年熊本地震の影響で、町民体育館、菊陽中学校、菊陽北小学校、菊陽西小学校、武蔵ヶ丘中学校、武蔵ヶ丘北小学校
の体育館は避難場所として使用できません。
問 総務課　交通防災係　☎（232）2111

　ＮＴＴは、災害で電話がつながりにくい状況のとき
に、安否確認や緊急連絡などの情報を音声で録音・再
生できる伝言サービスを設置します。１回30秒まで
録音できます。保存期間は運用期間終了までです。

災害用伝言ダイヤル　☎１７１
■停電情報をチェック！
停電時には電話がつながりにくくなります。インターネットで
「九州電力」を検索してください。

■携帯メールサービス
登録した携帯電話へ停電情報や緊急情報など
をメール配信します。２次元バーコードを読
み取ってホームページをご覧ください。

■災害が起きたら　切れた電線は感電の恐れがあり大変危険です。
絶対に触らず、ご連絡ください。傷ついたり、水に浸かったり
した電気器具、コードは、漏電や火災の原因になります。必ず
電気店などで点検してください。屋外へ避難するときはブレー
カーを「切」にしてください。
問 九州電力株式会社　大津営業所　☎ 0120（986）602

停電に備えましょう

災害義援金・菊陽町災害見舞金をお届けします

メッセージを
録音したいとき

メッセージを
聞きたいとき

１７１ を押す

１ を押す

１７１ を押す

２ を押す

被災地の連絡を取りたい人の電話番号を
市外局番から入力する

　平成28年熊本地震の被災者に対して全国各地から生活再
建のために、熊本県や日本赤十字社、共同募金会などに心温
かいご支援をいただきました。寄せられた義援金と併せて、
菊陽町から災害見舞金をお届けします。
　当てはまる家屋被害世帯には順次案内通知を送ります。

全壊 大規模半
壊・半壊 重傷者 負傷者

今回配分
義援金 80万円 40万円 ８万円 ―

見舞金 10万円 ５万円 １万円

問 生活・住宅再建支援役場相談窓口　☎（234）6338
問 福祉課　☎（232）4913

２次元バーコード


